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  令和３年 11月１日 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のためのガイドライン（第９版） 

 

  高知県立大学 

  

全国でワクチン接種が進み、感染拡大が一定落ち着いていることと、本学及び高知県の

接種状況を勘案し、「新型コロナウイルス感染拡大防止のためのガイドライン（第８版）」

の改定を行います。 

新型コロナウイルスは 2020年１月に日本で初めての感染が確認されて以降、感染拡大

の波が何度かありました。変異株の出現や度重なるリバウンドにより、医療提供体制が逼

迫する事態も経験しました。厚生労働省の専門家会合などでは既に寒さとともに第６波が

起きると予測しています。 

With コロナの中、感染が落ち着いてきた今こそ、一人ひとりが引き続き感染防止対策

を徹底し、「新しい生活様式」にそって、社会活動の持続に努めていかなくてはなりませ

ん。 

大学では、感染防止と学習機会の確保の両立を図ることが最も重要です。本学は、円滑

に学生生活を送っていただけるよう引き続きできる限りの感染予防に努めて参ります。学

生の皆さんは、本ガイドラインを遵守し、高知県立大学の学生としての自覚を持ち、責任

ある行動をとるようにしてください。 
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１ 基本的な感染予防 

  飛沫感染と接触感染に注意が必要です。 

基本的な感染予防対策をひとり一人が着実に継続していくことが非常に重要です。   

 互いの社会的距離（約２メートル～最低１メートル）の確保 

３密（密閉・密集・密接）の回避 

 不織布マスクの着用、咳エチケット 

 石鹸での手洗い 

 換気の徹底 

 少しの体調不良であっても、人との接触を避ける 

 家族以外との食事は、大人数を避け、できるだけ時間を短く、静かに、お喋りしない 

 感染拡大地域との往来を避ける 

 「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」の利用 

  ワクチン接種済みの方も感染する可能性はあります。感染してもほとんど症状が出な

いことも多く、無秩序に他県と往来や、大勢が集まる場所に行くと知らない間に感染を広

げてしまう危険があります。また、飲食を伴う人との接触を特に注意する必要がありま

す。飛沫感染を防ぐには食事は黙食、会話はマスク着用を徹底してください。 

国立感染症研究所の令和３年 10月６日発表によれば、ワクチンを接種していなかった

人を調査した結果、会食や飲み会の際、マスクを外していた人は会食をしなかった人に比

べて感染するリスクが 3.92倍と高いことがわかりました。一方、食べたり飲んだりする

とき以外はマスクをする「マスク会食」をしていた人では、会食しなかった人と大きく感

染リスクは変わりませんでした。 

また会食をしていた人の感染リスクをマスクの種類別にみると、不織布マスクの人に

比べて、ウレタンマスクで 1.87倍、布・ガーゼマスクで 1.82倍高くなっていることもわ

かりました。人との接触の機会があるところでは、不織布マスクを着用するようにしまし

ょう。 

【参考】新型コロナウイルス感染予防のために（厚生労働省 HP） 

        https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kenkou-iryousoudan.html#h2_1 

 

２ 居所について  

本学では、感染防止と学習機会の確保の両立を図ることを最優先としています。やむ

を得ない場合を除き、他県との往来はできるだけ控えてください。 

◆ 高知の居所を離れ「感染拡大地域」又は「特別感染拡大地域」に行く場合 

必ず事前に、大学（学年担当連絡先）に連絡してください。 

（詳細は、３ 健康管理） 

◆ 「感染拡大地域」及び「特別感染拡大地域」に行き、高知に戻った場合 

不要な外出は控え自宅等で１週間は過ごし、２週間は健康観察をしっかり行って

ください。 

※なお「感染拡大地域」・「特別感染拡大地域」を短時間で経由する場合（乗換等）は、該

当しません。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kenkou-iryousoudan.html%23h2_1
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※「感染拡大地域」及び「特別感染拡大地域」については、毎週ポータルを通じてお知ら

せします。 

※移動に際しては、「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」を利用してください。 

 

 【注意】11月から「感染拡大地域」と「特別感染拡大地域」の基準が変わりました！ 

 

  「感染拡大地域」：直近１週間の人口 10万人当たりの新規感染者数が 15人以上 

  「特別感染拡大地域」：直近１週間の人口 10万人当たりの新規感染者数が 25人以上 

             及び「緊急事態宣言」、「まん延防止重点措置」対象地域を含

む都道府県 

 

 

３ 健康管理 

  感染予防対策の基本中の基本です。 

毎日、健康状態を検温と「健康チェックシート」で確認してください。 

＊「健康チェックシート」はポータルの「お知らせ」又は事務局で入手してください。 

◆ １項目でも症状等該当する項目がある場合  

→ 人と接する全ての活動はやめ、自宅等で待機 

→ 登校の有無に関わらず学年担当連絡先に必ず連絡 

◆ 37.2℃以上発熱があった場合：解熱した翌日から２日間は自宅で健康観察 

 

   項目①～⑫に該当する場合 ★学年担当連絡先（学部-学年@cc.u-kochi.ac.jp） 

に必ず連絡してください。（学年担当連絡先は P14に掲載） 

＊連絡方法：健康チェックシート表面、裏面をよく読んで、 

裏面の★健康チェックの連絡方法に従って連絡してください 

全ての連絡を学年担当教員、健康管理センター、教務課、学生支援担当が確認していま

す。 

 必要に応じて、健康管理センター等から連絡をします。 

不安や心配などもお気軽にご相談ください。 

 ①～⑪に該当する場合で、授業が受けられない場合は特別欠席として扱います。 

この連絡先に連絡がない場合は、特別欠席の扱いとはなりません。ご注意ください。 

 ⑫に該当する場合で、①～⑩の症状等がない場合に限り、対面授業の受講が認めら

れます。この場合は、「〇〇から戻り症状がないため、〇月〇日の対面授業を受講し

ます。」と連絡してください。 

 

【健康チェックシート項目】 

① 登校前の体温が 37.2℃以上ある（または、解熱した翌日から２日間である） 

② 息苦しさがある  

③ 咳症状がある 

④ 強いだるさ（倦怠感）がある 

mailto:学部-学年@cc.u-kochi.ac.jp
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⑤ 喉の痛みがある  

⑥ 鼻水症状がある  

⑦ 嘔吐がある 

⑧ 下痢がある 

⑨ 急な味覚・嗅覚の障害がある 

⑩ 同居者に４日間 37.5℃以上の発熱を伴う風邪症状がある 

⑪ 「特別感染拡大地域」から高知に戻った翌日から１週間以内 

⑫ 「感染拡大地域」から高知に戻った翌日から１週間以内 

＊花粉症、アレルギー症状を除く  

＊上記症状が慢性的にある場合は、特に症状が強くなった場合に限る 

＊平熱が高く頻回に 37.2℃以上ある人は、健康管理センターに相談し登校の特別許可を得ること。

          

 

 免疫力を高めるため、「十分な睡眠」、「適度な運動」、及び「バランスのとれた食事」

を心がけてください。 

 基礎疾患があることにより重症化するリスクが高い人等は、主治医に相談の上、健

康管理センターに申し出てください。状況もふまえ、遠隔授業を行うなどの対応を

行います。 

 自宅等で待機する場合も感染リスクはあります。居室を分けるなど、感染予防をし

てください。 

【参考】ご家族に新型コロナウイルス感染が疑われる場合  

家庭内でご注意いただきたいこと～８つのポイント～（厚生労働省 HP） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00094.html#gokazoku 

 

◆ 症状がある場合の相談・受診について 

下記の症状を感じたら、高知県新型コロナウイルス健康相談センター「088-823-9300」

に相談し、指示を受けてください。 

①息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合 

②重症化しやすい方（※）で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合 

※呼吸器疾患や糖尿病などの基礎疾患がある方や透析を受けている方、免疫抑制剤や

抗がん剤などを用いている方など 

③上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合 

（症状が４日以上続く場合は必ず相談してください。症状には個人差がありますので、強

い症状と思う場合にはすぐに相談してください。解熱剤などを飲み続けなければなら

ない方も同様です。） 

 

◆ 相談・受診の結果、PCR検査等を受ける（た）場合 

PCR検査を受ける（た）時点で、学年担当連絡先に（休日、夜間の場合は学生就職支

援課 088-847-8577 に電話で）お知らせください。 

また、結果が出次第、報告してください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00094.html#gokazoku
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   ＊万一、陽性と判明した場合 → ９感染又は濃厚接触者となった場合へ 

   ＊保健所又は医療機関から陽性の連絡を受けた際に、アプリ（COCOA）に登録を希望

する旨を伝え、保健所から「登録番号」を受け取り、速やかに登録してください。 

    登録は、利用者の同意が前提ですが、接触した可能性がある周囲の方が検査などの

サポートをより早く受けられるようになりますので、ご協力をお願いします。 

 

４ 登校時及び大学滞在時の留意点 

（１） 「健康チェックシート」で必ずチェック 

登校前に✔し、1つでも症状等があれば登校は控え、自宅等で待機してください。 

（２） マスクを必ず着用 

マスクを必ず着用し、「３密」での会話や発声は避けましょう。 

※マスクを外すときは、ゴムやひもをつまみ、なるべくマスクの表面には触れず、内側

に折りたたんで清潔なビニールや布に入れるなどして清潔に保ってください。 

※マスクは学内のゴミ箱に捨てないでください。マスクの表面には触れずにビニール袋

等に入れ、袋の口を縛って持ち帰ってください。 

咳エチケット（厚生労働省 HP） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000187997.html 

（３） 手指の消毒、手洗いの徹底 

出入口のアルコールで手指の消毒をしましょう。 

 ・大学への出入り時 

石鹸で必ず手洗いをしましょう。 

・授業開始前後 

・トイレ使用後 

・食事前後 

・咳やくしゃみ、鼻をかんだ後（授業時間中は除く） 

※ハンカチを必ず持ち歩きましょう。お友達との貸し借りは厳禁です。 

（４） 入室前にもう一度、確認（体温、マスク、手洗い） 

体温を測ってない場合は、出入口にある非接触型体温計で測ってください。 

（５） 使用した机・椅子の消毒 

不特定多数の人が使用する教室等の机や椅子は、設置している住宅用洗剤で使用前・

後に清拭をしてください。 

（６） 昼食時の留意点 

学内で昼食をとるときは、大学が指定する場所でとるようにしてください。 

・石鹸で手を洗う。 

  ・対面で座らない。 

 ・黙食で手早く済ませる。 

・お喋りしない。（少しでも話す場合は、食事中でもマスクをする。） 

※食堂以外の食事場所には、住宅用洗剤とペーパータオルを準備していますので、

食事の前後に必ず自分で清拭してください。清拭した後は、必ず石鹸で手を洗っ

てください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000187997.html
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※食堂内及びオープンスペースの席は間隔をとって、並べていますので、絶対に移

動させないでください。 

（７） 廊下や階段は右側通行 

不必要な接触を避けるため、最低１メートルの間隔をとり、右側通行を心掛けましょ

う。互いの流れもスムースになります。 

廊下等で立ち止まって、話すのはやめてください。 

（８）エレベーター 

   必要な方を優先的に、また 3密を避けるため、できる限り階段を利用しましょう。 

（９）登下校時 

やむを得ず公共交通機関を利用する場合も、必ずマスクをしてください。 

親しい友人と乗り合わせても、お喋りをしないでください。 

できるだけ距離をおくなど注意してください。 

乗り合わせた他の乗客にも感染のリスクがあります。責任ある行動をとりましょう。 

登下校時に関わらず、公共交通機関を利用する際には、必ず注意してください。 

（10）その他 

大声で声をかけたり、話し合ったりしないでください。 

授業時間以外でも密を避けて行動してください。 

 

５ キャンパスへの立入制限について 

◆ 「感染拡大地域」及び「特別感染拡大地域」（から高知に戻った場合には、原則、戻

った日の翌日から１週間、構内に立入することができません。高知に戻った翌日か

ら、２週間はしっかり健康観察を続け、少しでも普段と違う症状等があれば、登校を

控え、学年担当連絡先に連絡してください。 

 

なお、以下の場合は対面授業を受講する場合に限り、入構を認めます。 

＊この場合も対面授業の受講後、構内に滞在することはできません。 

速やかに退出してください。 

 行先が、「特別感染拡大地域」でないこと。 

 健康チェックシートの項目のうち、⑪を除き問題がないこと。 

 対面授業を受講する旨を学年担当連絡先に申し出ること。 

＊演習科目や実習については、各学部の指示に従ってください。 

 

６ 課外活動等について 

◆ 現時点では、活動制限許可を受けているサークルだけが活動できます。 

活動に際しては、「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」の利用及び「新

しい生活様式」を踏まえ感染予防対策を講じた活動計画等の提出及び許可が必要

です。 

◆ 高知県の新型コロナ感染症対応ステージや全国の感染状況によって、課外活動の制

限や緩和を行います。 

  活動制限の下記ステップを変更する場合は、ポータルを通じてお知らせします。 
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◆ 学内関係者の感染がわかった場合は、全部又は一部活動を制限する場合があります。

その場合はポータルを通じて指示しますので、従ってください。 

 【ステップ１（学内で、学内関係者のみの活動に限る）】 

    禁止事項 

１ 原則、外部の方と接触のある活動 

２ 原則、学外施設の利用 

３ 長時間の活動（午前・午後をまたぐ活動） 

４ ３密【密閉、密集、密接】にあたる活動 

５ 大学から活動が許可されていないサークル団体の活動 

６ 新入生の歓迎や他の親睦を目的とした食事会や飲み会 

 

【ステップ２（学外での活動制限を一部緩和）】 

  禁止事項 

１ 原則、県外から来る外部の方と接触のある活動（他大学の学生も含む） 

２ 原則、学外施設を利用する際も、県外から来る方との接触は禁止 

３ ３密【密閉、密集、密接】にあたる活動 

４ 大学から活動が許可されていないサークル団体の活動 

５ 新入生の歓迎や他の親睦を目的とした食事会や飲み会 

 

※クラブ・サークル等の活動の詳細は、学生・就職支援課（池）、学生支援課（永国寺）

で確認してください。 

※「立志社中」については、地域連携課からのお知らせに従ってください。 

 

７ 就職活動の留意点 

（１）活動地域の感染状況等を考慮 

 活動目的地の感染状況に応じて、移動も含め、自身で感染予防を講じましょう。 

 特に「特別感染拡大地域」での活動は、できる限り控えてください。 

可能であれば、オンライン説明会への参加、Web面接等での活動を推奨します。 

（２）活動中の感染リスクの低減対策 

  マスクの着用、咳エチケット、手洗いの励行 

３つの「密」を避ける行動をとりましょう。 

「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」を利用してください。 

（３）インターンシップ 

   参加希望者は、必ず、インターンシップ先が受入可能か、感染予防対策が講じられて

いるかを確認し、事前に担当部署にプログラム等の資料を添えて申し出てください。 

詳細は、インターンシップに関するお知らせに従ってください。 

  ・インターンシップの実施地域や内容によって、インターンシップ期間前後で健康観察

期間を設けてもらうことがあります。 

また、感染リスクが高いと判断した場合は、許可されない場合があります。 



8 

・インターンシップに参加する際は、必ず学年担当教員に申し出るとともに、ご家族に

もお知らせください。 

 

８ アルバイト 

◆ アルバイトをする場合は、健康管理をしっかり行い、感染予防に注意してください。 

◆ 適切な感染予防対策がとられていないところでは、アルバイトを自粛してください。

アルバイト先が適切に感染予防対策を講じているかどうか、事前に必ず確認してく

ださい。 

   ※参考：業種ごとの感染拡大予防ガイドライン（内閣官房新型コロナウイルス感染対

策推進室）https://corona.go.jp/prevention/pdf/guideline.pdf 

◆ クラスターが発生しやすい環境の施設や「３密」のある場所でのアルバイトは自粛し

てください。 

（接待を伴う）飲食店、カラオケ、ライブハウス、スポーツジムなど 

◆ アルバイト先での「まかない」は特に注意が必要です。換気や社会的距離の確保等の

感染対策をしっかりして、「黙食」で会話しないようにしてください。 

◆ アルバイトに際しては、「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」を利用して

ください。 

◆ 実習施設との取り決めで実習前の一定期間及び実習期間中のアルバイトを禁止する

学部があります。各学部の指示に従うようにしましょう。 

 

９ 日常生活における留意点 

〇 学内に限らず、手洗い、うがい、換気、マスク着用が必要です。 

〇 「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」を利用してください。 

〇 クラスターが発生しやすい環境の施設や「３密」のある場所への外出は控えてください。 

〇 特に、換気が悪く人が密に集まる場所への出入りは控えてください。 

   カラオケ、スポーツジム、ライブハウス、コンサート、観劇、接待を伴う飲食店など 

〇 多人数との会話や交流などは控えましょう。 

夜間の飲食店や繁華街への外出は控えてください。 

〇 友人などと食事をするときは、黙食で、お喋りは必ずマスクを着けましょう！ 

〇 休日等を含め、不要不急の外出は控え、「感染拡大地域」、特に「特別感染拡大地域」）

への旅行や帰省はしないでください。(「感染拡大地域」及び「特別感染拡大地域」か

ら高知に戻った場合は、２週間の健康観察期間を設け１週間は自宅等で過ごすようお

願いします。参照：２居所について) 

〇 無症状のまま他人に感染させてしまう可能性もあります。高齢者や基礎疾患のある方

との接触はできる限り避けましょう。 

〇 濃厚接触者の調査が難航しているようです。感染が拡大している状況では、身の回りで

感染が起こらないとは限りません。感染拡大防止に協力できるよう日頃から自分の行

動をメモに残すなど記録をしておきましょう。 
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〇 新型コロナウイルスの報道や日常生活の変化で不安を感じることは当たり前の反応で

す。一人で抱え込まず、友人や家族にも話してみましょう。健康管理センター保健師、

学年担当などにメールや電話で相談してください。 

〇 差別・偏見・誹謗中傷をしない 

インターネット、ＳＮＳ、噂等で、新型コロナウイルス感染症に関する様々な情報が

流れていますが、中には事実に反するデマ情報、不確かな情報も含まれています。新型

コロナウイルス感染症と闘っているのは、感染した患者さん、ご家族等です。公的機関

等が発表する正確な情報に基づき冷静に行動し、デマ情報、不確かな情報に惑わされ

ることのないようにお願いします。 

新型コロナウイルス感染症は、誰もが感染しうる病気です。相手を思いやる気持ち

を持ち、正確な情報を把握し、冷静に行動しましょう。 

 

10 感染又は濃厚接触者となった場合 

（１）「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」で接触が確認された場合 

症状の有無、身近に感染者がいる、いないに関わらず、大学に連絡してください。 

アプリで示された連絡先に連絡し、PCR検査を希望し、受けてください。 

結果が出るまで保健所の指示に従い、自宅等で健康観察。 

PCR検査で陽性又は濃厚接触者と特定された場合 

→（２）感染者又は濃厚接触者に特定された場合へ 

  ＊陽性と判定されたら、保健所から「登録番号」を受け取り、速やかに登録してください。 

（２）感染者又は濃厚接触者に特定された場合 

  保健所の指示に従うとともに、速やかに大学に連絡してください。 

   ＊感染者の大学における行動履歴把握や濃厚接触者の特定等のための調査が行われ

る場合には、本学も協力することになります。 

   ＊健康管理センターから連絡をします。学内での必要な措置を講じるため、特定され

るまでの状況等をお聞きしますので、協力をお願いします。 

   ＊感染者に特定された場合は、人権に配慮し、個人情報を保護したうえで本学 HPで

の公表や報道等に情報提供をします。 

＊設置主体である高知県や大学における感染者発生の情報等を収集・蓄積している

文部科学省への報告も求められています。 

（３）２週間以内に感染者や濃厚接触者と接触したことが分かった場合 

他の人との接触をできる限り避け、行動を自粛し、自宅等で待機してください。その際

は、必ず、大学に連絡してください。 

（４） 同居人が濃厚接触者に特定された場合 

自身も２週間は自宅待機し、健康観察を行ってください。その際は、必ず、大学に連絡

してください。 
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（５） 感染者あるいは濃厚接触者となった場合の連絡網 

（COCOAで接触が確認された場合を含む）  

 

 

11 経済的支援などの相談窓口について 

 本学では、国の修学支援制度、本学の授業料免除制度、授業料の分納・延納、日本学生支

援機構の給付型奨学金、貸与型奨学金の他、高知県立大学同窓会らさぎ会や高知県立大学後

援会の奨学金など様々な経済的支援を利用していただくことが可能です。 

 各支援の申請の時期や方法については、ポータルやホームページを通じてお知らせして

いますが、申請時期や内容も異なりますので、ご利用に際し不明な点などございましたら、

お気軽にご相談ください。 

    ■ 事務局 池キャンパス：学生・就職支援課 088-847-8577 

          永国寺キャンパス：学生支援課  088-821-7104 

e-mail:gakusei1@cc.u-kochi.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生又は学生の家族 

学生所属の

学部長等 

危機管理本部 

健康管理センター 

学年担当連絡先 

学部-学年@cc.u-kochi.ac.jp 

【休日・夜間】 

学生･就職支援課 

088-847-8577 に電話 

事務局次長

（総括） 

法人本部 

mailto:学部-学年@cc.u-kochi.ac.jp
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12 感染リスクが高まる「５つの場面」」（新型コロナウイルス感染症対策分科会提言） 

   【参考】https://corona.go.jp/proposal/ 

 

【場面１】 飲酒を伴う懇親会等 

・飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。また、聴覚が鈍麻し、大き

な声になりやすい。 

・特に敷居などで区切られている狭い空間に、長時間、大人数が滞在すると、感染リス

クが高まる。 

・また、回し飲みや箸などの共用が感染のリスクを高める。 

【場面２】大人数や長時間におよぶ飲食 

・長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の食事に比べて、

感染リスクが高まる。 

・大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすくなるため、感染リ

スクが高まる。 

【場面３】マスクなしでの会話 

・マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染やマイクロ飛沫感染での感染リス

クが高まる。 

・マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなどでの事例が確認されている。 

・車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。 

【場面４】狭い空間での共同生活 

・狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が共有されるため、感染リスクが

高まる。 

・寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる事例が報告されている。 

【場面５】居場所の切り替わり 

・仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り替わると、気の緩みや環境の変化に

より、感染リスクが高まることがある。 

・休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が確認されている。 
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13 生活・行動の基盤として遵守することを期待されている「新しい生活様式」 

〇【参考】新しい生活様式（厚生労働省 HP）別紙１ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html
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14 各種連絡先  

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲ

ﾝの項目

番号 

連絡事項 連絡先 

３ 健康チェックシートのチェック項目に１つで

も症状等（該当項目）がある場合 

 「感染拡大地域」、「特別感染拡大地域」

に行くときの事前連絡（２ 居所につい

て関連） 

 「感染拡大地域」から戻り、対面授業を

受ける場合（５ キャンパスの立入制限

関連） 

学年担当連絡先 

学部名-学年＠cc.u-kochi.ac.jp 

＊学年担当連絡先一覧参照 

３ 症状がある場合の相談・受診について 高知県新型コロナウイルス健康相

談センター 

088—23-9300 

３ 相談・受診の結果、ＰＣＲ検査等を受ける（た）

場合 

学年担当連絡先 

＊休日、夜間等は、学生・就職支援課

（088-847-8577）にお電話ください。学

生・就職支援課が不在の場合は、池 CP警

備室につながり、対応する職員と連絡が

取れます。 

６ 課外活動等に関すること 池、永国寺 学生支援担当 

gakusei1@cc.u-kochi.ac.jp 

又は 池:088-847-8577 

永国寺: 088-821-7104 

９ 新型コロナウイルスなど日常生活の変化に関

する不安等の相談 

  

10 「新型コロナウイルス接触確認アプリ

（COCOA）」で接触が確認された場合 

学年担当連絡先 

＊緊急を要するため必ず連絡が取れる

まで連絡をするようにしてください。 

ご本人から難しい場合は、ご家族からで

も構いません。 

＊休日、夜間等の場合は、学生・就職支

援課（088-847-8577）にお電話ください。

学生・就職支援課が不在の場合は、池 CP

警備室につながり、対応する職員と連絡

が取れます。 

10 感染者又は濃厚接触者に特定された場合 

10 ２週間以内に感染者や濃厚接触者と接触した

ことが分かった場合 

10 同居人が濃厚接触者に特定された場合 

11 経済的支援に関する相談 

 授業料免除、奨学金など 

池、永国寺 学生支援担当 

  

 

★個人情報の取扱いについて 

 当ガイドラインの各種連絡で得た個人情報は高知県公立大学法人個人情報保護規程に則

して適切に管理し、目的外の利用又は提供は行いません。 
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★学年担当連絡先一覧 

  下記メーリングリストへのメールは、各学年担当教員＋各学生支援担当に送られます。 

学部（文化：永国寺事務室学生支援担当、看護・社福・健栄：池事務局学生支援担当） 

大学院（看護学研究科：池事務局学生支援担当、人間生活学研究科：池事務局学生支援

担当、永国寺事務室学生支援担当） 

*メールアドレスの@以下は、cc.u-kochi.ac.jp  

学部・研究科 学年等 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ* 学部・研究科 学年等 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ* 

文化学部 

1 bunka-1@ 

文化学部 

（夜間主） 

1 bunka-n1@ 

2 bunka-2@ 2 bunka-n2@ 

3 bunka-3@ 3 bunka-n3@ 

4 bunka-4@ 4 bunka-n4@ 

看護学部 

1 kango-1@ 

社会福祉学部 

1 shafuku-1@ 

2 kango-2@ 2 shafuku-2@ 

3 kango-3@ 3 shafuku-3@ 

4 kango-4@ 4 shafuku-4@ 

健康栄養学部 

1 kenei-1@ 
看護学研究科 

前期課程 kango-m@ 

2 kenei-2@ 後期課程 kango-d@ 

3 kenei-3@ 人間生活学 

研究科 

前期課程 ningen-m@ 

4 kenei-4@ 後期課程 ningen-d@ 

 








